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をただすために

ようでは

渉報告とします。

 

 

 

 

 

 

 

中央本部は

しました。 

 

 ①６月まで

１．２％

なっている

 ②２年連続

 ③今年度は

積みが必要

 ④これまで

門の黒字化を

利益の達成

 

 

 

 

 

会社の考え方

 

 ①昨年度の決算実績及び今年度

計画の達成

②貨物会社

員不足の

姿勢が感じられない

 ③社内誌で

ている。

須であり

日に誠意ある回答を示す

 

組合員のみなさん

の達成のみを考え

をただすために

ようではありませんか！

中央本部は

渉報告とします。

中央本部は、本日１０時

 

での運輸収入に

％となった。品目別

なっているが、年度累計

連続で鉄道事業部門

は車両修繕費や

必要となり、厳しい状況

での交渉におけ

門の黒字化を継続する

達成は絶対条件

会社の考え方に対して中央本部は、

の決算実績及び今年度

達成は極めて経営問題

貨物会社が２年連続の

の中で、職場の

感じられない。

で鉄道事業の黒字達成

。２年連続で黒字

り、そのために

日に誠意ある回答を示す

組合員のみなさん！本日

のみを考え、職場で

をただすために全組合員が

ありませんか！ 

中央本部は会社の姿勢を許さず、夏季手当満額獲得に向けて

渉報告とします。 

 

— ２０１
時より夏季手当

については、

品目別では自動車部品

年度累計では対計画

鉄道事業部門の黒字は社員

や動力費、線路使用料

厳しい状況であ

ける議論を踏

ること、経営自立計画

条件であり、夏季手当について現時点では

中央本部は、

の決算実績及び今年度の収入

経営問題であ

の黒字を達成

の組合員が休日出勤

。 

黒字達成を大

黒字を達成し

に夏季手当の

日に誠意ある回答を示すこと。 

本日以降、夏季手当獲得の闘いは

職場で努力してきた組合員に

全組合員が結集して職場からの闘いをつくりだし

 

会社の姿勢を許さず、夏季手当満額獲得に向けて

次回交渉（回答指定日）は６月

２０１８年度 
手当第４回交渉を行い

、コンテナが

自動車部品や

対計画で現時点

は社員が努力

線路使用料の増

である。 

踏まえ社内で

経営自立計画の

、夏季手当について現時点では

中央本部は、以下の点について

収入動向をみても

であり、その責任

達成し、現時点におい

休日出勤などの

大きくアピール

した中で今出

の満額回答に

 

夏季手当獲得の闘いは

してきた組合員に

職場からの闘いをつくりだし

会社の姿勢を許さず、夏季手当満額獲得に向けて

次回交渉（回答指定日）は６月

 
 夏季手当第４回交渉報告
交渉を行い、

が対計画１０

や特積貨物の

現時点２．６億円上回って

努力した結果であり、改めて

の増などのコスト

で議論してき

の最終年度と

、夏季手当について現時点では

の点について主張しました

をみても会社の

責任を組合員に

現時点においても計画

の努力をしてい

アピールしており

今出さないでい

によって行うべきである。

夏季手当獲得の闘いは「山場

してきた組合員に報いる姿勢は

職場からの闘いをつくりだし

会社の姿勢を許さず、夏季手当満額獲得に向けて

次回交渉（回答指定日）は６月

ＪＲ貨物労組

2018 年

手当第４回交渉報告
、会社は現時点の考え方

対計画１０１．３％、車扱

貨物の輸送が好調な

上回っている

た結果であり、改めて

コスト増が見込まれて

きた。その上で

として計画した

、夏季手当について現時点では慎重に判断

主張しました。 

会社の考え方は到底、納得

に押し付ける

計画を上回ってい

ているからであ

り、組合員は夏季手当に対して大きな期待を

いつ出せるのか

行うべきである。

山場の闘い」に突入しました。

報いる姿勢は一切感じられません

職場からの闘いをつくりだし、夏季手当

会社の姿勢を許さず、夏季手当満額獲得に向けて最先頭に立って闘うことを

次回交渉（回答指定日）は６月１５日（金）です。

Ｒ貨物労組中央

年6 月7 日 

手当第４回交渉報告 — 
現時点の考え方について

％、車扱は９９．

な一方、農産品

る状況である

た結果であり、改めて感謝を申し上げる

増が見込まれており、

で会社として

たグループ全体

判断せざるを

 

考え方は到底、納得でき

ることは絶対

っているのは

である。組合員

組合員は夏季手当に対して大きな期待を

か。社員のモチベーション向上

行うべきである。経営陣は姿勢をただし、回答指定

に突入しました。

感じられません。この会社

夏季手当満額獲得に向け

最先頭に立って闘うことを

）です。 

中央本部業務部

  

 
について以下のように

．６％となり全体で１０

農産品や紙、石油

る。 

感謝を申し上げる。 

り、昨年度より

ては引き続き鉄道事業部

グループ全体で１００

をえない。 

できるものでは

絶対に認められ

は、一向に解決

組合員の労苦に応える

組合員は夏季手当に対して大きな期待を

モチベーション向上

姿勢をただし、回答指定

に突入しました。会社経営陣は

。この会社経営陣

満額獲得に向けた闘いを展開し

最先頭に立って闘うことを決意し、第４回交

本部業務部 

№18 

以下のように示

％となり全体で１０

石油が減送と

年度より相当な上

引き続き鉄道事業部

１００億円の経常

はない。事業

れない。 

解決されない要

の労苦に応える経営の

組合員は夏季手当に対して大きな期待をもっ

モチベーション向上は必

姿勢をただし、回答指定

会社経営陣は計画

経営陣の姿勢

た闘いを展開し

決意し、第４回交

以  上 

示

％となり全体で１０

と

上

引き続き鉄道事業部

経常

事業

要

の

っ

必

姿勢をただし、回答指定

計画

の姿勢

た闘いを展開し

決意し、第４回交

 


